資料６
「体験活動がこどもの成長に及ぼす効果に関する調査研究」業務委託仕様書（案）

１　事業目的
　　次代を担うこどもたちが、豊かな人生を切り拓き持続可能な社会の担い手となる力を身に付けていくには、体験活動による自己肯定感、自律性、協調性、積極性といった能力の育成が重要とされる。
体験活動がこどもの成長に及ぼすこうした効果等を分かりやすく整理し、広く発信することによって、その理解促進による体験活動への参加拡大及び体験活動の質的向上を図るに当たり、効果検証の基礎資料として、体験活動参加前後でのこどもの変化の様子を調査及び分析するもの。

２　事業期間
　　契約締結の日から令和９年３月３１日まで

３　業務内容
（１）体験活動参加者アンケート調査
[bookmark: _Hlk224575788]・　体験活動に参加した者の保護者を対象としたウェブアンケートフォームを作成し、管理する。
・　アンケート調査の始期は、ウェブアンケートフォームを構築した日とし、終期は、上記２の事業期間に、後述するアンケート回答者への謝礼進呈を終えることができる範囲で、県と協議の上設定すること。
・　対象とする体験活動は、県、（公社）福岡県青少年育成県民会議、市町村、関係事業者等が実施するものとする。なお、県において対象体験活動を集約し、県から電子データを提供する。
・　県から提供する各体験活動の情報は、次のとおりとする。
識別コード、実施者名、体験活動名、体験活動概要、実施日時、実施場所（施設名等）、実施場所所在市町村、体験活動分類（※）、対象年齢、参加費、定員
	（※）体験活動分類は、次の６分類とする。なお、３分類を上限として複数に該当する場合もある。
①自然体験、②生活体験、③社会体験、④文化・芸術体験、
⑤科学・ものづくり体験、⑥スポーツ体験


・　回答件数は、体験活動２００件、１件当たり回答１０件、計２，０００件を見込んでいる。なお、この見込数に達した場合も、アンケート調査を継続すること。
・　アンケートの構成及び設問は、別紙のとおりとする。
（概要）
	基本属性等
	（選択回答）４問

	共通質問
	（選択回答）８問、（自由記述）３問

	分類別質問
	（選択回答）３問、（自由記述）２問


・　回答フォームは、回答者が入力する体験活動の識別コードに応じて、必要な設問が表示されるよう設計すること。
・　アンケート調査対象者に対する回答依頼は、体験活動実施者が行うものとする。なお、体験活動実施者に対する協力依頼は、県が行う。
・　アンケート回答者に対し、回答１件につき５００円相当のデジタルギフトを進呈する。なお、進呈件数は２，０００件を上限とする。
・　回答フォーム入力及びデジタルギフト使用に関するアンケート回答者からの問合せに対応する。
（２）体験活動参加者アンケート調査結果集計・分析
　　・　アンケート調査結果を集計し、図表やグラフ等によって可視化する。
　　・　アンケート調査結果から確認できる事実を整理・分析する。
[bookmark: _Hlk224309457]　　・　県が別途設置する有識者会議の開催の都度、その時点までの集計・分析結果を取りまとめた資料を作成し、会議開催までに県に提出する。
　　・　上記資料には、集計・分析結果に係る要因、解釈、仮説といった考察案を添えることとし、その文案作成は、県が指定する有識者が行う。なお、この有識者に対する謝金等は県が別途負担する。
（３）有識者会議運営支援
　　・　県が開催する有識者会議に出席し、協議概要を記録するとともに、必要に応じてアンケート調査の状況等を報告する。なお、この会議は、年５回、各回２時間での開催を予定している。
　　・　この会議開催に伴う有識者への謝金・旅費、会場使用料、資料印刷代その他必要な経費は、県が別途負担する。
（４）アンケート調査・検証結果報告書作成等
　　・　アンケート調査結果を集計、可視化、分析し、有識者会議による考察結果を添えた報告書を作成する。

４　留意事項
（１）本業務の実施に当たっては、県及び関係者との綿密な連携・協議の下に行うこと。
（２）委託業務期間はもとより終了後も、当該業務で知り得た機密及び個人情報等については、漏えいの防止その他の個人情報の適正な管理のために必要な措置を講じるとともに、本業務の目的以外に使用し、又は第三者に提供してはならない。
（３）報告書等の作成に当たっては、第三者の著作権その他の権利を侵害しないよう留意すること。
（４）本業務の成果物に関する権利は、県に帰属するものとする。

